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１ 「目標」の進行状況について               
 

目標の位置づけ：総合計画後期基本計画の計画期間（平成 24 年度～平成 28 年度）で達成しようとする成果指標 

            （各施策に対し、概ね１～４つの目標。合計目標数：78） 

【「第一次佐久市総合計画後期基本計画「目標」の進行状況（まとめ）」の見方】 
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① 計画策定時の値 

後期基本計画策定当時の直近の値（ほとんどの項目において、平成２２年度の値） 

 

② 平成 28 年度末の目標値 

後期基本計画において、平成２８年度までに達成すると定めた値 

 

③ 平成 28 年度実績 

計画最終年度の実績値 

 

④ 最終評価 

次の判定基準によって自動表示されます。  

Ｔ：目標進捗率＝（H28 年度実績値－現状値）／（H28 年度目標値－現状値） 

区分 
H28 

（H29 年度に評価） 

達成 目標値以上の改善 （T≧1.0） 

未達成 改善が見られない、悪化している （T＜1.0） 

 

※統計調査等の実施状況によっては、実績値が公表前のものがあるが、本年度は最終年度の評価となることから、その場合は直近の公表値を使用し

最終的な目標の達成見込を記載しています。 

 

⑤ 結果の分析 

各目標の最終評価を踏まえて考えられる要因分析や補足説明を記載 

 

⑥ 第二次総合計画前期基本計画の前期の主な取組記載内容 

目標に関連した第二次総合計画前期基本計画への記載内容 
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⑦ 市民アンケート満足度指数の推移 

当該施策に対する市民アンケート結果について、「満足」を５点、「やや満足」を４点、「どちらでもない」を３点、「やや不満」を２点、「不満」を 1 点として

平均値を集計したものを満足度指数とし、第一次佐久市総合後期基本計画期間内の３回の結果の推移をグラフ化 

 

⑧ アンケート結果の分析と第二次佐久市総合計画前期基本計画施策目標設定根拠 

⑦のアンケート結果を分析し、第二次佐久市総合計画前期基本計画の施策毎の目標に設定した市民満足度の設定根拠を記載 

 

⑨ 第二次佐久市総合計画前期基本計画施策目標（満足度指数） 

第二次佐久市総合計画前期基本計画において、平成 33 年度に達成すると定めた値 

 

⑩ 第二次佐久市総合計画前期基本計画の主な取組記載内容（目標記載事項以外） 

⑥で記載されたもの以外の第二次佐久市総合計画前期基本計画の主な取組記載内容 

 

２ 評価方法に関する過去の部会での指摘事項 

（１）目標値の中には市税の収納率 100％といった現実的ではないものや、人口が減少している中で右肩上がりに人数が増加することを目標とするよう

な始めから困難なものがある。第二次総合計画前期基本計画では現状を踏まえた目標設定が必要である。 

（２）農業の施策のように目標の１つの「認定農業者数」が増えることだけでは、施策全体が良くなったとは言えない。第二次総合計画前期基本計画の目   

標設定ではもっと施策全体を見て考える必要がある。 

（３）林業、工業等の項目で実績値の統計数値が公表されていないため、評価ができなかった。この間がどうだったのかを分析しないと、次の１０年どうし  

ていくのか、チャレンジが本当に的確なのかが曖昧になってしまうので、「集計中」ではなく何らかの方法で明らかにすることが必要。 

 

 

 

  

《審議の視点》 

・各施策の目標の最終評価に対する「結果の分析」の妥当性について 

・行政の継続性の視点から、第二次佐久市総合計画前期基本計画の目標値である市民満足度を上昇させるためには「どのような取組

が必要か」 


